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はじめに 

L  技みト Ⅰ冊ぬ合力必要， ド i       
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最後に 

はじめに 

今後、 2 0 l 0 年に向けて、 新技術 び ， 展朋が 期待されろととわに、 技そ ; げ グア 揮業 化が急が ノ 。Ⅰ し 

が兄 込まれる 仕 公税 題 解決は、 技術の秘分化が 緊急でわろ， 

まだ、 斬 、 たな甘菜 朋発 には、 分野をまだがる 技術及び 如児 の融合が必要になっている   

1, 技術融合の必要， 性 

技術剛介の必要， ド ・蛙は、 麒 客の求めろ戦略機能の 開発、 それぞれ，各要素技術の 如肚の融合、 

開発対象の探題の 緩 雑 惟への対応 ギ % 分野の融合研究，が 拡大と深まりを 兄 せろ時代には、         
  時 ろのみでは融合 づ -" ニ とによって 、 @@ 的とする ボ 。 甘束は Ⅲせない @ 

つまり個々の 技み i ザび ) だボ 堀を応用しつつも、 糾合 ひフだ 的の条 什 円安定や技術 ぴ ) Ⅱ的を詳細に 設 

だし " 。 と、 容乙こ尚拙合 「「 ろ ことはⅠ」 菜 ないの， め " 。 

知識 利ま ; では、 知識 レ ・ くん がさらに 而度化 l, 、 ゼ キュリテ - 、 分散管理、 認識、 リヂウ タ 

イム、 処理，         麒客 のここ - ズ   は 、 風俗白身の価 鱒を " める 要 ",. ます ま ， -   変化していく』 め、 

榊イ Ⅰ技術に 丘ろ   応現 の レベル㍉ 而度化 ㍉ - ろ ことになろ - 

， = 折， ぞれ，の 掩っ 技術ミッ ジヨシ やお 怯術 インタ - フェ - ズ、 を 盤 今ざ世才 ロが 。 、 カ 二体として・ 丈 

川 化に 佃 える 副 今を成し ， 遂げ，いくと ;, う 極めて、 統命 的な % 分的な作業をしな "j- れ ，ばな 

らない，そこでは、 対象㊨ 複 雄性を蕪 し 越えろ 流す Ⅰ ll@ 」なな味解釈 ギは 吠の体系的九 %: る ・ な " 
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助力 鰯鍵 / 人翻翻鐙 

2    技術融合の取り 込み 

そ二で、 個々の技術を 取り込む " 目，ば、 取り込みの前 提 として、 「 " 味投 出を媒体と 

して、 ③個別技術スタンスの 相違の調 慈 、 援 " 用 課題の設定と 綱川無体 化 ， への ブレ - クダ   

ヴシ、 ③課題設定の " ネジメント、 G 環境設定 ( 場とソ 、 材 ・ ) が 屯要 な条件でめる。 

特に課 膣 設定マネジメン。 は、 課題の兄極めとぞ 力木輿的な技術の 廣 味のプ レ @ タ ダウン、 

方向性 び j 動機 付 @ すと新しい技術知見の 甲 人 タイミング 全体 0@ Ⅱ的や意味の 曲 f   。 ，，ト， @; ぴ ・，管理   
体
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は 。 市場開発判断 ( 事業 基 の 確立。 市場成長の条件、 価値の所在の 明 

確 7 づ、 事業化条件 ( 融合技術の実現、 個別技術との 整合、 インターフェースの 課 

能力と人材 ( 個別能力の開発。 融合への 動 解する人材育成 ) が重要な課 

になってくる。 

" 技衛 課題 

展 
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今後の研究開発システムは、 

1. 融合 甘 又の仕組みと -Mf@  ( 企粟 内外 ) の将光橡の策定 

ボ 「将来像」は " 部策定済み 

2  新たな「起業 投簗家 」㈹ 俺成 (A 葮 I ) と連携 

「起業 投 醸家」 ( 起業 / 育成を点図じた 投資家 ) 

ボ " 現状延長ではない 技術明光、 革 業 問発の理解 

                                                                                                "y@@@m  ww 

「 巾 Ⅱ 雙 ; 段目」「 什 全インブラ」 グ 吋 @ アイアメント   
5. Ⅱ 利 ぎの 商 理化と剛介帝業㈹ 展開 

「個別技術 (J) 意味㈹深堀」 

は ・新しい産業政策及び 如的集碩 

7. 新しい人材 訂成 と能力 朋 ・ 発   
  経験リスク とそび )@@ 文り 込み 

がお世紀の新たな 戦略課題 

  ビジネスおける 騒客との戦略シナリオ ( 接点 ) 

  「 Kno 刮目 簿円 atfo@ 榊 」となる 基 鍵形成 

  
  挿し Ll ネットワーウ 組 

  荻 たな共闘 偉と 企業体の連携 

仁 バーテヤル 簿隷 、 ファイル 網 途轍 授体コ 

策 ) 

マンとの知の 形 綾 @ の 轟盤糞 

「課題の構造化Ⅱや「カスタマイズ ド エデュケーション」 

  散会インフラの 形成への通達化 

睡 " 
知識 什 公安現に向けて、 課題の沖 互 関係 ギ 複雑 ャ坤は蟻 してくる - そ こ ．には、 個 m;lj 」・支ぁ l@ テ 、 個 

別 姉兄を双挺 にして、 新しい融合 ょ 2, 術ぞ 融合加兄が大きな 役割を緊 だづ - ことになる、 

人材行成、 融 合 技術の ヂ -- タベ - ス、 惹味 設計を台 む漸 @, 。 ツ - ル及び " ネジメントを 開   
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